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Ⅰ. 緒言

近年各国で､ 肺炎のような発生頻度の高い疾患に対する

診療を標準化する傾向にあり､ 多くの診療ガイドラインが

作成されている｡ 成人市中肺炎の治療においても現在世界

中で多くの診療ガイドラインが作成されている｡ 米国では

1993 年に米国胸部疾患学会 (American Thoracic Society)

による診療ガイドライン (以下 ATS 診療ガイドライン)１)

が発表され､ 1998 年には米国感染症学会 (Infections

Diseases Society of America) による診療ガイドライン

(以下 IDSA 診療ガイドライン)２) が発表された｡ この２

つの診療ガイドラインには原因菌の同定とその治療法に関

して大きな違いがある｡ ATS 診療ガイドラインは､ 肺炎

臨床における様々なリスクファクターを考慮し､ 広域の抗

菌薬を選択し治療を行う経験的な治療 (empiric therapy)

を推奨している｡ 一方､ IDSA 診療ガイドラインは原因菌

を同定するために喀痰グラム染色を行い初期治療を決定す

ることを提唱している｡ また日本呼吸器学会ガイドライン

も喀痰グラム染色を推奨している｡

我々は､ 当院の入院市中肺炎初期治療において喀痰グラ

ム染色により原因菌同定後抗菌薬を選択し治療を行う場合

と､ 経験的な治療 (empiric therapy) を行う場合とで､ 治

療全体にかかる費用にどれだけの差があるか､ 臨床経済学

における判断分析の手法で比較検討した｡

Ⅱ. 方法

分析手法は判断樹によるシミュレーションモデルを作成

し､ 費用-効果分析 (Cost-Effectiveness Analysis) を行った｡
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